




















































































































































































































































































































2 人に 1 人ががんで死ぬという時代になってお
り、もっと「死に方」についても議論なされる
べきです。「終わりよければすべてよし」と言
うように、人生の終わり方は非常に大切な問題
です。早い遅いの違いがあっても、誰もが経験
する「人生の終わり」を考えることは、決して
暗いことではなく、よりよく生きることへつな
がります。できれば、最期まで自分らしい生き
方をしたいものです。
